
摘
の
水
巾
倍
獲
に
於
け
る
蜜
索
瀕
と
し
て
の
ア
ム
モ
=
ヤ
及
硝
融
問
題
の
管
養
価
値
に
拭
て

一
回
既

さ
れ
て
居
る
が
.
そ
の
八
時
間
労
働
さ
云
ふ
事
は
呆
し
て
確
貨
な
る
科
準
的
に
根
崎
慣
が
あ
る
か
さ
云
へ
ば
充
分
確
賓
で
な
い
様
に
思
ふ
o
，
依

っ
て
之
れ
を
確
か
め
た
い
さ
思
っ
て
大
正
二
年
以
来
研
究
し
‘
大
正
十
年
よ
り
同
十
三
年
迄
叫
ケ
年
間
誌
験
的
賓
験
脅
し
た
の
で
あ
る
が
未

だ
結
論
に
は
越
し
な
い
。
併
し
之
れ
を
明
か
に
す
る
鍵
は
主
ざ
し

τ「
守

V

Z
ツ
グ
」
戸
冨

E
n
v
r
y氏
の
畜
力
t
H
程
4

刊
を
控
明
す
る
か
、
首
向

戸
否
定
さ
る
主
な
ら
ば
之
れ
に
代
る
べ
き
方
程
式
を
決
定
す
る
事
で
あ
る
さ
思
ふ
。
之
れ
が
決
定
せ
ら
る
れ
ば
そ
の
式
よ
り
理
論
的
最
遁
努

働
時
聞
が
算
出
せ
ら
る
h

さ
思
ふ
。
故
に
甚
だ
有
盆
な
る
研
究
で
あ
る
さ
考
へ
目
下
そ
の
研
究
を
準
め
つ
h
あ
る
も
の
で
あ
る
。

稲
の
水
中
培
養
に
於
げ
る
窒
素
源
?
し
て
の

ヤ
及
硝
酸
瞳
の
笹
養
償
値
に
就
て

ア

モ

ム

九
州
大
事
農
曲
宇
都
植
物
事
敷
室

深

城

貞

義

一
、
緒

一首

植
物
は
ア
ム
モ
品
ヤ
及
硝
酸
壇

ω何
れ
か
ら
需
棄
を
揺
取
し
、
同
化
し
易
き
か
は
純
植
物
生
理
接
的
見
地
か
ら
は
甚
だ
興
味
あ
る
問
題
で

あ
っ

τ、
路
用
上
に
於
て
も
亦
特
に
桂
目
す
べ
き
重
大
問
題
で
あ
る
事
は
今
夏
喋
+
を
要
し
な
い
所
で
あ
る
。
故
に
前
世
紀
の
半
ば
以
来
多

載
の
感
者
が
此
問
題
解
決

ω嵩
じ
努
力
し
・
漸
次
解
決

ω域
に
近
づ
き
つ
L
あ
る
様
で
あ
る
。

で
.
摺
己
就
て
も
可
な
り
肝
究
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
羅
氏

C
Sア
邑
図
柄
明
〉
の
幼
苗
朋
心
於
ぴ
る
質
験
以
外
の
此
種

ω寅
験
で

ま
-

K
星
電
支
94又
建
二
議
り
孝
一
軍
を
持
率
H
J

て
る
な
い
曝
で
あ
る
。
政
に
著
者
は
培
養
液
の
反
騰
じ
特
に
考
惑
を
掛
っ
て

換
言
せ
ば
硝
酸



制
笹
山

h
E
5
5暗
部

7
F
1
3
担
任
男
圭
何
?
占
司

4
-T
a
岨
仁
匹
と
金
調
-
M
F閣
制
任

σ置
仁
程
に
著

L
K毛
著
作
開
を

Bβ
す
官
事
を
由
来
る
限

h
v
除
合
金
生
育
問
中
培
養
し
て
‘
雨
櫨
の
管
聾
慣
値
を
比
較
し
や
3
さ
試
み
た
。
そ
れ
で
、
最
初
二
三
の
培
養
液
に
就

τ培
養
し
.
其
液
は

-
週
間
一
時
に
更
新
せ
る
も
其
明
間
中
は
民
躍
の
自
然
に
聾
化
す
る
が
ま
と
い
放
任
せ
る
揚
合
じ
植
物
じ
切
何
な
る
影
響
を
及
品
悼
す
か
を
見
.

夫
が
呆
し
て
反
膳
に
一
除
。
考
極
右
掛
以
な
か
っ
た
前
隠
諸
説
ナ
者
の
結
呆
ざ
一
致
す
る
や
否
や
を
確
め
.
探
る
後
に
培
養
戒
を
可
及
的
毎
似
の

E

町
舗
に
保
。

τ雨
型

ω窒
素
棋
の
栢
の
生
宵
の
上
に
及
ゆ
す
影
響
の
賞
験
そ
な
し
た
。

本
研
究
以
忌
M
O
年
以
来
九
州
帝
大
農
場
郁
植
物
園
事
教
室
に
於
で
加
瀬
軟
按
指
導

ω下
じ
寅
験
せ
る
も
の
で
あ
る
。
何

τ悲
に
附
起
し

t
特

に
深
謝

ω意
ee表
は
す
。

二
、
賞
験
材
料
及
一
般
質
験
方
法

資
験
材
料
ざ
し

τ主
に
水
稲
ハ
晩
紳
力
)

t

q

用
ひ
.

一
部
陸
相
(
戦
捷
穂
)

t

q

用
ゐ
、

文
書
考
材
料
ざ
し

τア
カ
ウ
キ
グ
‘
ナ
ハ
旨
。

-z

』脚百
E
S
J
を
使
用
し
た
。

水
中
培
養
・
い
よ
っ
て
賓
戸
験
し
、
使
っ
た
培
養
液
は
主
に
開
口
O

司
披
む
官
、

一
部
は
回
目
見

0
2
1
9
5ロ
司
波
そ
基
礎
さ
し
.
混
合
せ
る
撞
類

の
割
合
法
種
類
そ
多
少
慶
へ
、
其
操
度
は
原
島
市
刈
の
1
一
初
じ
稀
樟
せ
る
も
の
を
主
ざ
し
二
部
以
1
E
乃
至
は
1
一
仰
に
稀
揮
し

τ使
用
し
た
。

窒
素
源
さ
し
で
は
硫
酸
ア
ム
モ
-
-
ャ
.
硝
酸
石
灰
及
-
部
の
賓
験
じ
硝
酸
ア
ム
モ
品
ヤ
h

信
用
ひ
、
之
等
の
撞
額
は
各
培
養
披
に
於
て
窒
素
に

開
じ

τ化
一
息
崎
賞
品
思
宛
用
ひ
た
3

-
也
蚕
・
政

ω九
債
は
凡
て
地
色
・
法
に
よ
っ

τ測
の
、
其
慎
準
液
は
水
素
電
極
心
ょ
っ

τ電
筑
的
に
決
定
し
た
。

培
養
雌
の
培
養
前
の
九
舗
は
其
波
調
合
の
際
に
測
定
せ
る
も
の
そ
用
ひ
.
培
聾
波
更
新
の
際
は
必
歩
其
九
置
を
測
0
.
街
特
種
の
賓
睡
で

稲
の
水
中
拡
幅
誕
に
府
け
る
筆
家
源
と
し
て
の
ア
ム
毛
品
ヤ
及
耐
酸
盟
の
密
獲
贋
艇
に
就
て

一
四
五



一
四
六

稲
帽
の
水
中
倍
強
に
鈴
け
る
蜜
集
掴
酬
と
し
て
の
ア
ム
t
t
z

ヤ
及
硝
酸
磁
の
密
議
贋
健
に
就
て

は
披
更
新
の
越
中
一
週
に
}
乃
宝
二
四
九
慣
を
測
定
し
、
其
偏
箭
度
じ
感
じ
て
調
節
剛
さ
し
て
各
種
の
燐
酸
撞
乃
至
は
其
等
の
混
合
液
を
禄

加
し
た
。

培
養
制
中
は
組
ね
守
停
薬

ω全
長
.
分
礎
調
押
翫
及
一
般
外
観
(
色
.
枯
葉
の
度
じ
就
き
ν
t
q調
貸
し
、
且
培
養
終
了
に
嘗
っ
て
地
上
部
及

根
の
乾
量
を
測
り
‘
其
出
穂
し
成
熱
せ
る
も
の
に
就
て
は
載
粒
の
量
並
に
質
を
点
検
べ
た
。

三
、
培
養
の
途
中
調
節
剤
を
添
加
し
な
い
場
合

ハ

}

〉

* 

稲

培
養
桜
中
の
曾
素
娠
さ
し
て
硫
酸
ア
ム
毛
品
ヤ
又
は
聞
酸
ア
ム
毛
ニ
ヤ
乃
至
は
硫
酸
ア
ム
毛
ニ
ヤ
及
硝
酸
石
灰
の
爾
岨
唱
を
混
合
せ
る
も
の

で
は
生
育
初
期
じ
て
は
何
れ
も
浪
路
色
ぞ
回
唱
し
‘
生
育
良
好
で
あ
る
。
然
る
に
、
硝
酸
石
灰
の
み
を
寧
素
源
さ
せ
る
も
の
で
は
停
葉
は
一
般

に
賀
補
色
を
呈
し
枯
れ
始
め
た
。
ハ
表
は
省
略
)

其
後
の
生
育
蹴
腫
を
見
る
に
硝
酸
石
灰
直
で
は
間
も
な
く
枯
死
し
.
硫
酸
ア
ム
毛
品
ヤ
匝
で
は
分
襲
初
期
よ
り
漸
衣
葉
の
先
端
か
ら
貰
結

色
ざ
な
り
枯
れ
始
め
、
中
朋
に
於
て
は
著
し
〈
不
鴎
康
の
兆
を
同
窓
し
、
稀
じ
出
檀
す
る
も
極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た
。
雨
壇
混
合
隠
及
繭
酸

ア
ム
毛
ニ
ヤ
匝
は
可
な
り
克
質
せ
る
般
世
栓
生
じ
た
。

此
勤
務
濠
の
従
来
の
肝
究
成
績
に
一
致
し
た
。

ハ
ニ
)

睦

稲

水
稲
に
於
け
る
も
の
さ
大
腫
}
致
せ
る
結
果
令
示
し
た
。

へ--一以

ア

カ

ウ

キ

グ

サ



話

paU恥
-
種
¢
も
庁
院
を
三
億
見
大
型
障
子
皿
円
』
培
彊
し

1

二
週
間
何
時
に
其
滑
循
せ
る
郁
を
採
取
し
(
後
に
貝
取
初
培
養
せ
る
も
の
さ
等
大
の

も
の
を
三
個
苑
砲
す
〉

τ乾
量
h
z
測
っ
た
。
其
結
果
じ
よ
る
に
硝
酸
石
炭
じ
於
け
る
ら
の
疏
酸
ア
ム
毛
品
ア
及
扇
壇
混
合
ぽ
闘
の
も
の
に
臨
し

て
乾
量
は
著
し
く
劣
hv、
且
つ
前
者
に
て
は
著
し
く
不
健
康

ω外
観
(
貨
給
色
を
量
し
後
じ
外
線
よ
り
多
少
枯
死
し
柚
む
》
を
長
せ
る
じ
民

し
.
後
二
者

-Lτ
は
漉
帆
脚
色
セ
縫
し
歪
極
健
康
に
生
育
し
た
。

要
す
る
に
、
英
牛
一
宵
蹴
態
は
前
肥
柏
に
於
け
る
も
の
さ
傾
向
は
相
一
致
し
且
培
養
波
の
民
臓
の
盛
化
の
傾
向
も
大
値
頓
似
し
て
ゐ
る
。

四
、
培
養
の
途
中
調
節
剤
を
添
加
せ
る
場
合

旬
、
金
生
育
闘
を
同
一
筆
素
振
ケ
以

τ培
養
せ
る
も
の

金
生
育
明
中
に
於
け
る
讐
素
源
の
相
違
・
」
依
る
生
長
の
差
異
を
見
る
に
.
ア
ム
モ
ニ
ヤ
壇
及
雨
壇
混
合
匝
に
於
て
は
生
育
初
期
及
分
藁
明

中
は
温
締
色
乃
・
L
+.緑
色
を
回
十
一
し
、
李
橿
健
康
に
生
育
し
た
。
硝
融
隅
塩
睡
で
は
仲
町
宵
初
期
に
於
て
輸
々
黄
緑
色
也
管
且
湿
し
た
。
主
停
及
介
護
停
の

全
長
の
飽
針
‘
梓
敏
等
に
就

τは
備
楢
川
崎
蝿
匝
は
他
の
二
者
じ
著
し
〈
劣
る
。
穂

ω喰
熱
度
に
駄

τは
ア
ム
毛
-
-
ヤ
壇
及
爾
壇
混
合
国
に
於
-G

る
も
の
其
繭
俄
櫨
ぽ
闘
の
も
の
に
施
し
て
多
少
遅
れ
而
も
前
二
者
に
於
て
は
極
め
て
不
整
一
で
あ
る
。
ア
ム
毛
ニ
ヤ
撞
及
嘱
壇
場
合
甑
で
は
出

穂
期
以
後
倫
梓
の
基
部
よ
h

り
後
期
的
に
分
襲
再
を
資
生
し
、
牧
種
時
に
於

τ多
敏
の
不
出
穂
揮
の
成
生
を
見
し
も
、
明
醜
壇
画
で
は
僅
か
じ

費
生
せ
る
に
遁
ぎ
な
か
っ
た
。
此
後
期
的
分
襲
は
ア
ム
毛
ニ
ヤ
壇
困
じ
於

τ最
も
著
し
か
っ
た
。
〈
表
は
省
略
)

一
個
闘
賞
h
H

不
出
穂
樟
の
得
業
の
査
長
の
嶋
計
及
全
般
拘
量
等
は
硝
酸
壇
画

に
於
け
る
も
の
箸
し
〈
ア
ム
モ
ニ
ャ
温
品
川
面
m
場
混
合
国
の
其
等
に
劣
る
。
撚
れ
共
金
乾
量
に
叫
関
す
る
慢
性
の
乾
量
の
兆
及
す
一
栄
の

hw末
陥
量

牧
穫
量
に
就
て
見
る
じ
一
例
盟
諸
の
般
町
獄
、
不
出
癒
梓
態
、

に
つ
い
て
は
硝
眼
櫨
匝
の
も
の
ア
ム
そ
ニ
ヤ
温
阪
の
も
の
に
兆
し

τ楠
全
勝
る
。
(
表
は
省
略
〉

稲
帽
の
水
中
値
幅
車
置
に
除
け
る
筆
業
瀕
と
し
て
の
ア
ム
モ
=
ヤ
夜
組
問
殿
堕
の
S
R
獲
領
値
に
斌
て

一
四
七



摘
の
水
中
庭
環
に
於
け
る
蜜
黛
源
と
し
て
の
ア
ム
号
-
一
ヤ
及
輔
副
眠
鷹
の
密
警
慣
績
に
斌
て

本
質
敏
じ
於
け
る
培
聾
液
の
九
甑
に
就
て
見
る
に
、
多
〈
は
九
慣
が
四

l
五
の
間
に
あ
る
.

一
回
入

極
め
て
短
期
聞
の
み
晴
眼
壇
匝
で
は
四
・
九

伺
て
培
聾
波
の
反
臓
の
相
謹
に
依
っ
て
稲
の
生

育
の
上
じ
↓
都
の
影
響
々
及
る
せ
る
事
や
頼
醸
す
る
も
尚
大
部
の
原
因
は
費
素
源
其
物
の
普
聾
償
値
に
蹄
し
得
る
事
ざ
信
ぜ
ら
れ
る
。

-
A
T
金
生
宵
上
の
主
な
る
唾
異
を
見
る
に
ア
ム
モ
エ
ヤ
壇
を
筆
業
源
さ
せ
る
結
果
、
長
生
宵
期
中
や
遁
じ
て
管
聾
器
官
の
生
長
が
硝
酸
塩
の

突
じ
比
し

τ著
し
〈
促
進
せ
ら
れ
る
様
で
あ
る
J

出
徳
間
以
後
の
生
育
に
桝
到
し
て
は
其
結
果
は
精
々
一
概
韓
で
あ
る
。
卸
ち
般
粒
の
量
及
賀
じ

か
ら
六
・

O
内
外
に
、
ア
ム
宅
二
ヤ
壇
匝
で
は
五
・
四
か
ら
一
ニ
・

O
内
外
に
艶
化
し
て
ゐ
る
。

就

τ多
少
不
一
致
の
傾
向
に
あ
る
。
般
粒
の
量
に
闘
し
て
は
、

一
個
睡
嘗
h

リ
穀
性
巌
、
較
粒
の
全
乾
量
等
に
就
て
は
ア
ム
毛
エ
ヤ
壇
液
じ
於

で
は
間
曲
川
崎
蝿
液
の
失
に
絢
々
一
勝
る
。
然
れ
共
殺
粒
の
質
に
闘
し
で
は
、
之
に
民
し
前
者
じ
於
て
精
々
勝
る
ら
し
い
。
卸
ち
硝
酸
壇
匝
に

τは

種
賓
の
成
熟
度
a
n
整
一
に
し

τ.
玄
米
の
暢
末
路
軍
等
に
依
る
充
賞
度
に
就
て
も
ア
ム
モ
ニ
ヤ
壇
液
の
も
の
硝
暇
壇
液
の
失
じ
精
々
劣
る
様

で
あ
る
。

乙
.
生
育
問
中
に
於
て
培
養
液
の
窒
素
源
を
壁
一
度
せ
る
揚
合

甲
に
於
け
る
揚
合
さ
同
様
の
方
神
宮
で
培
養
し
、
只
分
藁
中
明
じ
於
て
硫
酸
ア
ム
毛
ニ
ヤ
か
ら
硝
酸
石
灰
へ
成
は
其
民
針
へ
さ
異
な
る
寧
素

源
の
培
養
液
に
聾
更
し
た
。
其
結
果
一
般
的
に
安
の
事
が
認
め
ら
れ
る
。
(
一
}
ア
ム
モ

-
-
T
壇
液
か
ら
硝
隅
壇
波
に
岨
変
更
せ
る
結
果
-
般
生

宵
は
輔
々
阻
害
せ
ら
れ
嫌
に
分
藁
度
及
一
個
韓
首
h
v
般
世
教
じ
於

t
其
傾
向
か
著
し
い
。
(
二
)
硝
隅
壇
披
か
ら
ア
ム
モ
ニ
ヤ
塩
液
に
費
夏
せ

る
も
の
で
は
分
藁
度
は
著
し
く
梶
遁
さ
れ
其
慶
夏
の
時
期
の
早
い
岨
場
合
に
は
出
穂
得
数
お
宮
崎
唱
し
、
骨
骨
時
制
の
遣
い
場
合
に
は
出
穂
明
以
後
r
h

於

τ自
問
多
少
不
出
穂
分
藁
碍
を
発
生
す
る
。
玄
米
吟
暢
末
兆
重
心
つ
い
尤
は
其
地
震
度
の
結
果
精
生
絹
減
の
傾
向
む
お
る
l

〈
表
は
省
略
)

要
す
る
ζ
本
箔
へ
7
4
d

に
山
吹
け
る
主
な
る
結
果
は
明
か
に
前
節
(
凶
T
M

の
$
A
h
I
轟
箸
営
る
・
も
め
ざ
認
め
ら
れ
る
。



五
、
結

論

(
一
〉
稽
の
水
中
培
養
に
於

τ窒
素
源
ざ
し
て
ア
ム
モ
エ
ヤ
壇
践
は
硝
酸
塩

ωみ
h
T
用
ふ
る
も
其
培
養
液
の
反
爆
を
遁
宜
に
保
つ
な
ら
ば
‘

よ
く
生
育
し
完
全
に
結
貸
さ
せ
る
事
が
出
来
る
。
而
し

τ雨
壇
そ
混
合
せ
る
も
の
で
は
常
に
極

h
f良
好
に
成
育
さ
せ
得
る
。

ハ
ニ
)
ア
ム
毛
ニ
ヤ
岨
慢
を
窒
素
源
さ
せ
る
場
合
は
金
生
育
期
h
q遁
じ
て
管
聾
器
官

ω生
長
が
促
電
せ
ら
れ
.
硝
酸
塩

ω夫
に
箸
し
く
勝
る
。

採
れ
共
出
穂
明
以
後
即
ち
種
貨
の
成
生
に
針
し
て
は
必
?
し
も
ア
ム
モ
ニ
ヤ
壇
が
優
っ
て
ゐ
る
さ
は
隈
ら
ぬ
.
寧
ろ
種
貨
の
成
熱
乃
至
充
賓

度
巳
就
て
は
硝
酸
塩
が
勝
る
様
な
傾
向
き
へ
見
ね
る
。

め
ぷ
ら
を
属
作
物
品
種
の
染
色
膿
数

同農
林
省
園
事
試
験
場

笹永

郎三

弁

計

岡

恒

太

著
者
の
一
人
永
井
が
厳
年
来
あ
ぶ
ら
な
贋
作
物
の
探
種
研
究
に
徳
一
事
し
て
ゐ
る
が
、
同
喝
の
分
類
.
か
不
完
全
で
あ
る
露
め
に
種
々
の
岡
雌

に
蝿
っ
た
の
に
量
み
、
右
研
究
の
傍
同
属
分
類
・
法
そ
考
究
す
る

E
ざ
し
大
。
遊
に
報
告
し
た
染
色
恒
取
の
調
変
色
其
一
助
さ
し
て
嘗
錫
識
培

の
材
料
に
就
き
一
九
二
七
年
以
降
に
行
は
ね
た
も
の
で
あ
る
。
染
色
檀
歎
の
決
定
は
花
粉
母
細
砲
に
就
て
主
ざ
し

τ
民
主
ロ
ヨ
同
氏
の
嘩
嘩
隈

b
w
r
ミ

ν怯
及
図
。官

民

ω酷
酸
カ
w
r

ミ
ン
法
に
依
つ
て
な
さ
れ
た
が
時
ざ
し
て
パ
ラ
ア

4
シ
怯

(nz=ミ
氏
被
又
は
宮
司
E
n
r
z
氏
液

周
定
問
。
司
令

E
Z
Z
Y
R崎
明
馨
へ
ア
ト
キ
N
V
P
Y
染
色
〉
も
周
り
ら
れ
た
。
・
回
定
の
結
果
や
染
色
悼
の
行
動
も
従
来
の
笹
表
さ
略
同
一
で
あ

あ
ぶ
ら
な
島
作
物
品
種
の
血
紫
色
慣
放

一
四
九


